
 

基本方針 

 地区内各クラブ 活性化を目指す 

クラブ活性化は、クラブ奉仕をどのように盛り上げるか。 

クラブのリーダーが求めるクラブの活動に対して、多くの会員が積極的に参加するには、 

クラブの将来に夢を持ってクラブを通じてロータリー活動に面白さを感じる必要がある。 

ガバナー補佐、地区リーダーが ONE チームとなり、人と人のつながりを大切に会員同士 

のコミュニケーションを高め夢を共有する。（チームワーク） 
 

 ＩＣＴ情報通信技術を利用して交流の輪を広げる 

Ｉ ― Information 

Ｃ ― Communication 

Ｔ ― Technology 
 

・コロナ禍での対面での地区行事、クラブ例会開催が困難であっても、ＩＣＴを利用するこ 

とで会員同士が交流できる場を設ける。 

・会員間の声が通る環境を持つ。 

・クラブ外の方々との交流を企画して、地域の人にロータリーを理解してもらう。 
 

 ロータリー財団について理解を深める 

ポリオ根絶や世界平和の実現の為に行動する。 

ポリオプラス・平和フェローについて体験をした人のストーリーを聞く企画をする。 
 

 青少年奉仕活動を支援して若いリーダーの育成をする 

インターアクトクラブ・ローターアクトクラブ・青少年交換・RYLA 研修会 
 

 RI 会長エレクト 最優先事項「ＤＥＩ」への取り組みを推進する 
 

素晴らしいリーダーと出会え、国際協議会という学びの場に参加でき、同期のガバナーエレクトと

の信頼、絆ができました。この様な機会を与えて頂き心より感謝いたします。皆さんとの ” チーム ”

を大切に築いていきたと思っています。これからご協力よろしくお願いいたします。 

 

ガバナー補佐の皆様へのお願い 

① ガバナー補佐研修会への参加 年３回 

期 日：2021 年 11 月 3 日（第 1 回） 

ガバナー補佐の具体的な役割や地区全体の動きを理解する 
 

② 地区チーム研修セミナーへの参加２回 

期 日：2021 年 12 月 11 日(第 1 回) 

2022 年 2 月 12 日(第 2 回) 

ガバナーの地区方針をもとに各委員長と共に次年度の活動方針・活動計画をたてる 



 

③ Ｒ財団補助金管理セミナーへの参加 

期 日：2022 年 2 月 13 日 

財団の仕組みを理解し地区補助金、グローバル補助金等クラブへアドバイスする 
 

④ ＰＥＴＳへの参加 

期 日：2022 年 3 月 12 日 

クラブ会長エレクトが会長としての責務と役割を理解するようにサポートする 
 

⑤ 地区研修・協議会への参加 

期 日：2022 年 4 月 16 日 

自分の役割の再理解、クラブ会長エレクトやクラブのリーダーへの支援 
 

⑥ ガバナー公式訪問のスケジュールを調整する（首長への訪問日程調整） 
 

⑦ 公式訪問二週間前にクラブ協議会へ出席する 

グループ内の定款、細則活動計画に目を通してガバナーに伝える 
 

⑧ グループ内クラブ訪問は 4 回（⑦を含む） 
 

⑨ 公式訪問に同行する 
 

⑩ グループ内の会長、幹事会の開催 年数回 交流、懇親会も必要 
 

⑪ ＩＭの企画、開催 
 

⑫ 地区大会への参加 

期 日：2022 年 11 月 12 日～13 日 
 

⑬ 各種セミナー、グループ内周年行事に参加 
 

⑭ 新旧ガバナー補佐で情報を共有する。前後ガバナー補佐と引継ぎ 
 

⑮ オンラインの活用 My Rotary に登録 

 

地区委員会へのお願い 

クラブ奉仕委員会 

● My Rotary 登録推進、元気なクラブ作りを目標、コロナ禍での例会のあり方 
オンラインの活用 

 

会員増強委員会 

● 地区の一番の課題、若い世代・女性会員の増強、 

地域にロータリーを理解してもらえるよう情報の発信 

職業奉仕委員会 

● 会員の皆様と共にロータリーの理念を学び、共通の価値観を共有できるように 

小さい規模でのセミナーの企画 
 
 



 

青少年奉仕委員会 

● コロナ禍での各校の活動継続、情報交換を発信、地区内・外研修の検討 
   

● RI の方針に近づけられるように、少しずつ新しい形に進める 

2023-24 年度開催の全国ローターアクト研修会の準備 
   

● 2 年間活動が停止していましたが次年度スタート、企画されていた研修会の実現 
 

● 2 年間活動が停止していましたが、次年度 4 名の派遣候補生の交換実現 
 

米山奨学・学友委員会 

● 米山奨学事業を理解してもらう、奨学生・学友との交流を深める 

寄付の目標達成を目指す 
 

地域奉仕委員会 

● 地区補助金を活用した奉仕事業をクラブで企画してもらい、3 月末に申請指導 

ロータリー奉仕デー継続事業 
 

● グローバル補助金についての理解と奉仕事業を推進 
 

ロータリー財団委員会 

● 変化している財団について理解を深め、地区補助金・グローバル補助金の使途に 

ついて学ぶ。小さい規模でのセミナー開催 
 

● ポリオ根絶 99.9% あと一歩、寄付の協力をお願いする 

世界ポリオデー 10 月 24 日について発信 

 

クラブ会長へのお願い 

クラブ活性化 

● 行動計画の作製、目標を立てる 
 

● 多くの会員が積極的に参加するような例会 
 

● 奉仕活動の企画、目標達成の為のアイデアを集める 
 

青少年奉仕活動に参加、理解を深める（スポンサークラブ以外のクラブにもお願いする） 

● インターアクトクラブ、ローターアクトクラブ、青少年交換プログラム、 

米山奨学生の世話クラブ 
 

● 直接関係していないクラブの皆様に興味を持ってもらう 
 

ロータリーデーの開催 

● 各クラブ、各グループ単位で企画して開催（７つの重点分野の１つを取り上げる） 
 
 
 



 

●ロータリーの重点分野 

1. 平和構築と紛争予防 

2. 疾病の予防と治療 

3. 水と衛生 

4. 母子の健康 

5. 基本的教育と識字率 

6. 地域社会の経済発展 

7. 環境 

 

 
 

IMの協力 

● ガバナー補佐のリードのもと、グループで協力して企画開催 
 

● グループ内の各クラブとの交流を図る 
 

地区行事への参加協力 

● 地区セミナー、地区大会 等 
 

ロータリー財団・米山奨学会への寄付の協力 

 

ロータリー賞・ガバナー賞へのチャレンジ（My Rotary より） 

 

 

 


